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455 ‐ 500 25
405 - 450 20
355 - 400 15
305 - 350 10

























































受験者数 平均点 受験者数 平均点
大学全体 1342 389 1343 388
文化教育学部 254 384 251 386
経済学部 265 389 270 378
医学部 116 492 166 493
理工学部 504 344 500 343


































0 1‐10 11‐20 21‐30 31‐40 41‐50 51‐60 61‐70 71‐80 81‐90 91‐100
得点分布（英語）
60問 n=1917
受験者数 1,917 名 1 2 3 4 正解 50% 逆転
Q21 29.0 Q21 55.9 11.7 29.0 2.6 3 × ×
Q22 60.4 Q22 12.1 60.4 10.4 16.6 2 ○ ○
Q23 21.5 Q23 22.1 13.5 42.5 21.5 4 × ×
Q24 48.9 Q24 48.9 21.8 14.7 14.1 1 × ○
Q25 46.3 Q25 15.9 46.3 5.0 32.4 2 × ○
Q26 47.5 Q26 10.7 37.5 47.5 3.7 3 × ○
Q27 52.9 Q27 9.7 52.9 13.0 23.8 2 ○ ○
Q28 57.6 Q28 7.4 57.6 12.1 22.4 2 ○ ○
Q29 51.7 Q29 20.9 51.7 14.8 12.3 2 ○ ○
Q30 59.3 Q30 23.0 8.6 8.4 59.3 4 ○ ○
Q31 46.7 Q31 17.1 13.6 21.9 46.7 4 × ○
Q32 38.7 Q32 38.7 21.2 14.0 25.0 1 × ○
Q33 41.1 Q33 25.5 19.9 41.1 12.6 3 × ○
Q34 55.5 Q34 18.3 55.5 14.6 10.8 2 ○ ○
Q35 52.9 Q35 52.9 16.0 15.5 14.7 1 ○ ○
Q36 75.4 Q36 15.8 75.4 6.1 2.1 2 ○ ○
Q37 61.7 Q37 61.7 11.1 17.7 8.8 1 ○ ○
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（レベル １） 300-350 150-200 3問 × 15章 2問 × 15章 60問 × 1回 90分 ～ 120分
Rose
（レベ ル 2） 350-400 180-250 3問 × 15章 2問 × 15章 60問 × 1回 90分 ～ 120分
Violet
（レベ ル 3） 400-450 200-300 3問 × 15章 2問 × 15章 60問 × 1回 90分 ～ 120分
Indigo
（レベ ル 4） 450-500 250-350 5問 × 15章 2問 × 15章 60問 × 1回 90分 ～ 120分
Blue
（レベ ル 5） 500-550 300-400 5問 × 15章 60問 × 1回 90分 ～ 120分
Green
（レベ ル 6） 550-600 350-450 5問 × 15章 60問 × 1回 90分 ～ 120分
























































































のTOEIC模擬試験、 “Reading Preparation 


































































































































































TOEIC-IP TOEIC-IP  
(a)TOEIC-IPとプレイスメントテスト        (b)TOEIC-IPとPre-TOEIC 
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【付録】平成24年度文部科学省の大学間連携共
同教育推進事業「学士力養成のための共通基盤
システムを活用した主体的学びの促進」の概略 
代表校：千歳科学技術大学 
連携校：山梨大学、愛媛大学、佐賀大学、北星
学園大学、創価大学、愛知大学、桜の聖母短期
大学 
連携機関：日本リメディアル教育学会、大学eラ
ーニング協議会、日本情報科教育学会 
事業概要：学士力における質保証に課題意識を
持つ国立・私立、理系・文系、学部・短大の８
大学と学協会が連携し、学士力に関わる共通基
盤的な教育要素（教材・モデルシラバス・到達
度テスト）を、クラウド上の共通基盤システム
上に共有する。その上で、①各大学の入学段階
の学生の学習や学習観特性を把握・共有し、各
大学で実施すべき初年次系の学修支援プログラ
ムや②社会の要請に呼応した共通の到達度テス
トに基づく弱点箇所をeラーニングで主体的に
学ぶキャリア系の共通の学修支援プログラムを
実施する。③大学間のFD・SDを通じて各大学の
特色ある教育方法も共有しながら質の高い教育
プログラムを展開して、基盤的な知識・技能を
上手に活用して自ら問題の解決にあたれる自律
型人材の育成を目指す。さらに、一連の取り組
みを学協会と協働して、他大学や地域社会で活
用できる汎用性の高い学習内容や方法を構築し、
ユニバーサル時代の日本の高等教育の質向上へ
寄与する。具体的な例としては、基礎科目とし
ては日本語、英語、数学、情報のリメディアル
教材とキャリア教材の充実を図り、入学時にプ
レイスメントテストで弱い領域を知り、eラーニ
ング教材で自学学習し、その後、到達度テスト
で学力を測定して、大学で十分に学べる力を担
保することを目指している。なお、プレイスメ
ントテストや到達度テストは、オンライン方式
もしくは教室でマークシート方式の受験方法が
選択できる。 
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